
「
向
井
」
第
一一F
十
四
号
別
刷

前

山

古
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発
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前
山
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書

調
査
経
過

今
春
「
七
瀬
の
漆
沢
栄
治
氏
が
臼
分
の
山
畑
を
綾
地
し
、
此
同
作
幾
の
飽
市
中
化

を
は
か
り
た
い
旨
相
談
を
受
け
た
が
、
そ
こ
に
は
古
墳
が
あ
る
の
で
、
こ
の
際

発
掘
調
査
を
行
な
い
麟
沢
氏
の
意
向
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
皆
、
市
文
化
財
専
門

委
員
金
弁
明
夫
氏
と
市
誌
編
さ
ん
愛
員
長
針
功
氏
か
ら
布
教
愛
務
務
局
へ
認
し

が
あ
っ
た
。
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中
野
市
教
育
委
員
会

遺
跡
分
布
図
、
文
献
か
ら
こ
の
古
墳
は
周
知
の
古
績
で
あ
る
が
、
地
元
の
藤

沢
氏
の
意
向
を
濠
み
市
誌
編
さ
ん
資
料
の
立
場
か
ら
も
袈
附
さ
れ
て
、
発
掘
調

査
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
務
般
の
機
仰
を
進
め
た
。
六
月
二
八
日
付
を
も
っ
て

文
化
庁
長
官
あ
て
八
月
一
日
か
ら
発
鋸
調
査
を
行
な
い
た
い
旨
届
出
を
し
た
。

七
月
一
日
に
は
市
文
化
財
専
門
安
員
会
が
開
か
れ
、
現
地
へ
出
向
き
現
状
の

調
査
を
願
っ
た
。
市
教
委
は
諸
手
続
き
と
共
に
発
掘
体
制
の
準
備
を
整
え
発
綴

調
査
団
の
編
成
を
進
め
た
。
そ
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



調
査
費
佳
者

顕

土

屋

忠

男

金
井
喜
久
一
郎

中
野
市
教
育
窓
員
会
教
育
長

信
機
史
料
刊
行
会
綴
皆
無
害
同

財
専
門
蚤
貝

問

長嶋川
川
州
文
化

調

査

団

長

金
弁

中
野
市
文
化
財
専
門
委
員

日
本
考
古
学
協
会

汲
次

正長童書
捷彦貝1] 生

員長
丘
小
学
校
教
諭
日
本
考
古
学
協
会
員

中
野
市
更
科
自
信
長
野
県
考
古
学
会
員

携
中
学
校
教
諭
長
野
県
考
古
学
会
員

中
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局
長
野
県
考
古
学

図
川

場
原

金
弁

小
野
沢

会
員

会
弁
文
治
小
布
施
町
教
育
餐
員
会
事
務
局

中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

長

針

功

、
池
間
笑
男
、
藤
沢
栄
治
、
小
林
行
係
、
長
針

畔
上
克
臣
、
地
元
七
瀬
区
、
市
土
木
建
築
諜

中
野
市
教
育
委
負
会
事
務
局

数帯
H
次

長

古

川

光

夫

社

会

教

育

係

長

小

池

章

夫

問

主

査

町

田

佳

久

六
月
二
八
日
ハ
土
)
文
化
庁
長
官
あ
て
に
前
山
官
邸
発
御
刑
判
公
胞
を
徒
出

(
発
銅
調
笠
は
八
月
一
日
か
ら
と
す
る
〉

七
月
一
日
(
火
〉
市
文
化
財
専
門
委
員
現
地
踏
査
七
月
二
九
日
(
月
〉
附

炎
暑
古
績
の
現
況
、
地
形
測
般
を
行
な
う
。
点
菌
、
南
北
各
ニ
0
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
二
メ
ー
ト
ル
毎
に
測
点
、
縦
断
、
積
断
面
の
レ
ベ
ル
測
念
、
等

高
線
を
入
れ
て
地
形
図
を
作
る
。

調
査
補
助
長

調
査
協
力
員

前
申

務

局

i

:
l
 

i;
|

{

 

七
月
一一
一
一
日
ハ
木
〉
昭

明
日
か
ら
の
発
抱
調
査

に
そ
な
え
て
用
具
等
の

諸

m仰
を
し
現
地
へ
澱

ぴ
テ
ン
ト
張
を
行
な

う

正

八
月
一
日
(
金
)
晴

炎
暑
午
前
九
時
全
員

集
合
、
発
鋸
調
査
に

つ

い
て
打
合
せ
会
を
持

ち
、
古
境
頂
点
部
で
供

養
の
読
経
、
つ
づ
い
て

く
わ
入
れ
を
行
な
い
、

さ
っ
そ
く
作
業
を
開
始

す
る
。
地
表
か
ら
約
一

0
セ
ン
チ
で
早
く
も
土

器
片
が
出
土
す
る
@
市什

び
錦
り
下
げ
、
逃
械
を

確
認
し
て
第
一
日
目
の

作
業
を
終
る
。
遺
物
は

土
師
器
片

4

一O
数
点
。

品
世
銀
者
中
山
袈
市
民

ま
か
。
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八
月
二
日
(
土
)
碕
猛
暑
前
日
に
続
い
て
発
銀
を
続
け
る
。
鉄
鉄
、
直

刀
を
検
出
、
な
お
こ
の
ほ
か
に
副
葬
品
あ
り
や
と
慎
重
を
郷
す
も
土
師
恭
片

一
O
余
点
の
ほ
か
に
出
土
ロ
聞
な
し
。

参
餓
者
金
弁
明
夫
氏
ほ
か
。

八
月
三
日
(
日
)
晴
猿
裳
午
前
中
は
更
に
遺
物
を
採
す
も
土
師
器
片
数

片
の
み
に
と
ど
ま
る
。
午
後
は
古
墳
の
構
築
状
況
調
査
の
た
め
東
西
、
南
北

に
従
穣
に
綴
り
割
る
。

参
観
者
保
科
公
民
ほ
か
。

八
月
凶
日
〈
月
〉
晴
猛
暑
前
日
に
続
く
作
業
は
午
前
中
で
終
了
、
午
後

は
測
量
後
撤
収
作
業
を
す
ま
せ
周
辺
調
査
定
行
な
い
今
回
の
調
査
は

一
応
終

り
と
す
る
。

参
観
者
間
然
烏
信
行
氏
ほ
か
。

一
O
月
一

三
日

〈
日
〉
隣
地
主
藤
沢
氏
が
護
地
の
た
め
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を

導
入
す
る
と
の
こ
と
で
再
び
前
山
古
墳
へ
赴
き
、
プ
ル
運
転
手
中
島
健
氏
に

た
の
ん
で
従
績
に
た
ち
剣
り
、
地
問
胞
の
調
査
を
行
な
う
。
鮮
明
な
地
層
の
断

面
に
よ
っ
て
、
古
績
は
幽
鷲
野
庖
の
乳
白
粘
土
層
へ
わ
ず
か
に
斜
行
す
る
褐
色

砂
際
局
の
地
山
へ
、
ご
く
簡
単
に
纂
拡
を
鱗
策
し
た
椛
迭
を
硲
認
す
る
。

多
観
者
藤
沢
政
宣
氏
ほ
か
。

〈町
田

佳
久
〉

立
地
と
歴
史
的
環
境

、
氷
峰
丘
陵
は
千
曲
川
の
蛇
行
に
並
行
し
、
南
北
お
よ
そ
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

連
な
り
、
標
高
四
八
八
メ
ー
ト
ル
の
壁
田
城
山
を
除
い
て
は
、
四
O
Oメ
|
ト

'b. 

ル
前
後
の
標
高
で
多
少
の
起
伏
が
あ
る
。

前
山
古
墳
は
中
野
市
大
字
七
瀬
字
前
山
一
二
四
二
番
地
の
ニ
ハ
台
帳
面
は
原

野
〉
に
あ
っ
て
、
七
瀬
部
落
の
西
側
の
山
肢
に
所
在
す
る
。
五
万
分
の
一
地
図

「
中
野
」
の
A
点
よ
り
=
四

・
五
セ
ン
チ
、
D
点
よ
り
二
五

・
八
セ
ン
チ
の
と

こ
ろ
に
当
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
七
瀬
部
柑
絡
を
足
下
に
、
東
北
に
は
中
野
扇
状

地
、
南
方
に
は
延
徳
閏
闘
が
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
野
市
の
東
南
部
に
点

在
す
る
金
総
山
古
墳
(
新
野
〉
姥
懐
山
古
墳
(
更
科
〉
紫
岩
古
墳
(
東
和
田
)

を
は
じ
め
、
山
ノ
内
町
の
本
郷
古
墳
群
の
眺
望
が
で
き
、
さ
ら
に
北
方
に
は
高

社
山

(
んJ

3
J

は
じ
策
筒
は
る
か
に
志
糞
高
原
の
連
峰
が
遠
望
で
き
る
景
勝
の

地
で
あ
る
。

こ
の
古
演
を
発
見
さ
れ
た
の
は
亀
井
正
道
・
永
降
光
一
先
生
で
あ
る
。
信
濃

史
料
第
一
巻
〈
考
古
編
〉
編
集
の
た
め
、
昭
和
二
八
年
秋
双
子
塚
古
墳
を
踏
査

さ
れ
た
帰
途
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
七
瀬
部
落
へ
通
ず
る
坂
道
を
降
ろ
う
と
す
る

と
限
前
に
、
内
績
が
ス
λ
キ
の
穏
の
ゆ
れ
る
原
野
の
中
に
あ
っ
て
、
墳
頂
上
に

は
松
が
三
本
生
い
茂
っ
て
い
た
。
地
字
名
を
冠
し
て
前
山
古
墳
と
命
名
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
信
濃
史
料
へ
は
一
二
五
番
、
文
化
庁
の
全
国
遺
跡
地

図
ハ
長
野
県
版
〉
で
は
七
九

O
四
番
と
登
載
さ
れ
て
い
る
。

七
瀬
崎
附
落
は
、
中
野
扇
状
地
が
策
か
ら
酋
へ
展
開
す
る
中
心
線
よ
り
や
や
南

寄
り
の
扇
端
部
に
位
置
し
、
湧
向
双
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
溺
状
地
を
流
下
す
る
緩

が
集
水
し
て
水
量
の
議
官
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

弥
生
時
代
後
期
か
ら
稲
作
栽

滋
が
行
わ
れ
た
地
帯
で
、
第
一
表
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

、氷位
牌
丘
陵
の
東
南
斜
面
の
山
腹
に
は
、
小
さ
な
舌
状
台
地
が
い
く
つ
か
発
達

し
て
い
て
、
そ
の
台
地
上
に
は
遺
跡
が
存
在
す
る
。
五
輪
堂
一
の
袈
手
と
泰
逮
寺

- 3ー



第
一
表

遺
跡
表

繍

E是

〈
弥
生
後
期
〉
太
形
蛤
刃
石
斧
、

総
台
、
壁
、
袋
、
高
野

ハ
土
師
前
期
)
鮒
一一
一倒
、
向
係
、

そ
の
他
絞
片
多

の
周
辺
台
地
は
箱
清
水
期
の
弥
生
後
期
か
ら
古
式
土
師
期
に
か
け
て
の
遺
跡

で
、
出
土
遺
物
が
多
い
。
特
に
家
運
寺
境
内
か
ら
帥
戦
前
に
出
土
し
た
婚
は
完
形

の
優
品
で
、
高
さ
一
四
セ
ン
チ
、
口
径
一
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更
に

西
の
台
地
に
は
大
徳
寺
遺
跡
〈
片
複
〉
か
ら
西
へ
連
続
し
て
安
源
寺
遺
跡
が
あ

っ
て
、
台
地
下
に
は
肥
沃
な
水
回
農
耕
地
が
展
け
て
い
る
。

永
位
陣
丘
綾
は
古
墳
の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
レ
る
。
北
に
は
林
隊
第

一
・
二

号
古
墳
〈
田
愛
〉
山
ノ
神
古
墳
(
厚
只
〉
は
既
鈎
査
済
み
で
「
下
高
井
」
に
報

文
が
殺
せ
て
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
著
名
な
古
墳
で
あ
る
。
な
お
、
七
激
鶴
絡
に

は
第
二
茨
に
示
す
古
墳
群
が
点
在
し
て
い
る
。

双
子
塚
古
漬
を
は
じ
め
七
瀬
一

J
五
号
噴
は
丘
陵
鞍
部
の
雑
木
林
の
な
か
に

あ
っ
て
、
情
引
丘
は
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
丘
俊
中
で
は
七
瀬
台
墳
群

が
集
中
し
て
い
る
点
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
械
で
る
る
。
双
子
相
揮
官

加
ハ
{
チ
南
原

一
O
六
一
接
地
〉
は
大
正
五
年
五
月
、
七
瀬
野
年
間
の
手
に
よ
っ

て
不
用
患
の
発
銅
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
憎
ま
れ
て
い
る
。
以
前
に
は
長
野
川
刊
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
の
裳
っ
た
前
方
後
円
墳
で
、
昭
和
四
七

年
一一一
月
二
四
日
に
中
野
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

七
瀬
部
落
か
ら
七
瀬
三
号
柄
引
へ
登
る

一
筋
の
古
湾
か
通
じ
て
お
り
、
遜
称

第
二
袋

古
償
援

七 瀬七 七七瀬七 双

古自名民瀬五 瀬瀬
子四 一 一

号 号 号号号 4震

墳円 境円 8門2境円 現円
噴z形

状

径 径 径径径 高八高長
一 一 一一六七六七 m 七 一 七 JA、-一

高五五
高 高 0高ー高-

径常市二

一 一. . . . 
税

八 八 七五
四五

一
鏑

lト子極度 Ib綴子 あり3北δー=メり震双跡あのりり、完存東都は.q 、子緩 子線知

ノレよ ノレよ tこ tこ

所にの北東り 所のに東北り 1ト子塚地す 接す 接す 要
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「
宮
町
奴
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
古
道
の
布
側
に
あ
る
。
小
池
長
賞
氏
(
七
瀬
〉
の

談
に
よ
る
と
前
山
台
績
か
ら
宮
坂
を
へ
だ
て
た
西
隣
り
の
台
地
状
畑
か
ら
四

O

余
年
前
に
敬
片
の
鉄
刀
が
出
土
し
、
自
宅
へ
持
ち
帰
っ
て
位
い
た
が
、
現
在
は

不
明
の
自
で
お
っ
た
。

〈
金
井

汲
次
〉

遺

構

中
野
の
市
街
地
の
西
方
の
図
繍
や
村
滋
を
へ
だ
て
て
、
過
称
R

双
山
宮
(
長
丘
丘

陵
〉
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
台
地
が
、
千
幽
川
に
そ
っ
て
細
長
く
横
た
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
ほ
ぼ
中
市
穴
部
に
、
由
央
信
獲
の
千
品
開
川
策
岸
で
は
、
最
北
側
柵
の
前
方
後

， 

g 



円
墳
が
あ
る
。
市
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
七
瀬
の
双
子
塚
古
墳
で
あ

る
。
こ
の
古
墳
の
東
北
、
約
二
百
米
の
位
置
に
隣
接
し
て
い
る
の
が
、
今
回
調

査
さ
れ
た
前
山
古
墳
で
あ
る
。

前
山
古
績
は
、
丘
陵
頂
上
部
よ
り
や
や
東
方
へ
突
出
し
た
位
置
に
あ
る
。
丘

陵
を
背
に
、
眼
下
東
方
に
、
中
野
の
市
街
地
を
中
心
と
す
る
中
野
扇
状
地
を
望

め
る
。
周
辺
の
志
賀
高
原
の
山
波
と
、
官
向
井
の
秀
楽
高
社
山
止
を
望
み
創
刊
る
風
致

佳
良
な
位
績
に
あ
る
。
ま
た
市
内
東
方
山
麓
や
高
社
山
麓
、
及
び
山
ノ
内
町
夜

閥
瀬
の
古
検
等
も
銚
望
で
き
る
位
鐙
で
も
あ
る
。

古
墳
の
外
形
を
み
る
に
、
形
が
く
ず
れ
て
お
り
、

一
見
古
墳
か
ど
う
か
ま
よ

う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
南
側
は
礁
然
と
し
た
高
塚
と
し
て
の
区
切
れ
が
み

ら
れ
る
。
西
側
も
ま
た
そ
の
区
画
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
東
側
と
酋
側
は
平
地

に
む
か
つ
て
の
斜
簡
の
せ
い
か
、
官
同
時
揮
の
末
端
が
流
出
し
、
判
然
と
し
た
区
画

" 

は
み
ら
れ
な
い
。
特
に
北
側
は
そ
の
様
相
が
い
ち
じ
る
し
い
。
こ
の
よ
う
な
古

墳
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
古
墳
の
高
さ
と
直
径
は
数
字
で
は
言
い
切
れ
な
い

が
、
高
い
と
こ
ろ
で
約
二

・
四
O
米
で
、
経
は
約
二
ハ
米
l
一
七
米
と
言
え
よ

よ
1
'

。今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
遺
構
は
、
大
別
し
て
古
境
内
の
竪
穴
式
の

粘
土
郭
進
機
と
、
・首
績
の
構
築
の
状
況
で
あ
る
。

ま
ず
粘
土
郭
で
あ
る
が
、
円
療
の
ほ
ぼ
中
央
都
に
、
ほ
ぼ
長
方
形
の
長
さ

=一

・
九
O
米
、
巾

一
・
一
一
米
、
深
さ

0
・
一
O
米
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
巡
椛
の
表
土
問問
か
ら
は
、
官
向
%
の
破
片
数
十
点
を
確
認
し
、
さ

ら
に
そ
の
下
部
か
ら
、
鉄
刀
一
点
と
鉄
鉱
十
数
点
が
、
こ
の
退
機
内
中
央
部
か

ら
発
見
さ
れ
た
。
逃
物
は
別
演
で
一
示
す
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
遺
構
の
特
色

を
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。

- 5ー

そ
の

一
つ
と
し
て
こ
の
粘
土
拐
の
方
位
で
あ
る
。
北
の
正
位
よ
り
悶
十
五
度

東
に
ふ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
位
の
先
を
た
ど
る
と
、
官
向
井
の
秀
裟
民
社
山
の
山

頂
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
官
向
社
山
は
、
延
申
告
式
の
式
内
社
た
る
官
同
社
神
社
の
裂

で
あ
り
、
山
頂
か
ら
土
師
の
小
破
片
の
出
土
も
知
ら
れ
て
い
る
。
古
代
か
ら
、

山
岳
信
仰
と
抑
体
い
関
係
の
あ
る
塗
山
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
山
に
対
す

る
原
始

・
古
代
か
ら
の
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
遺
跡
が
周
辺
に
あ
っ
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。
明
確
な
調
査
で
明
ら
か
な
の
は
、
時
代
は
異
な
る
が
、
山
ノ
内

〈

2
〉

町
夜
間
瀬
の
中
世
の
千
手
寺
経
塚
の
石
室
の
方
位
や
、
同
町
寒
沢
の
笥
士
宮
の

社
殿
の
方
位
は
、
高
社
山
頂
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
高
社
山
は
、

古
く
か
ら
現
在
に
護
る
ま
で
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
事
例
が
み
ら
れ
る
。

次
に
竪
穴
式
の
粘
土
郭
を
持
つ
古
墳
で
あ
る
が
、
附
近
か
ら
そ
の
事
例
を
求



め
て
み
た
い
。
奥
信
濃
に
お
け
る
古
績
の
学
術
調
査
は
、
比
較
的
に
例
が
少
な

く
正
確
に
は
奮
い
得
な
い
が
、
こ
の
古
漬
と
・
巾
野
扇
状
地
を
へ
だ
て
向
か
い
あ

《

sv

っ
て
い
る
、
双
山
山
麓
の
姥
懐
古
績
も
こ
の
奴
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前
山
古
境

内

4
V

門

5
V

の
所
夜
す
る
H
X
峯
を
北
に
下
る
と
、
間
安
林
昨
二
号
墳
ゃ
、
厚
白
片
山
ノ
神
古
墳

も
竪
穴
式
の
粘
土
床
で
あ
る
が
、
こ
の
二
審
は
丸
太
を
く
り
ぬ
い
た
木
肋怖を帥は

い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
前
山
吉
績
で
は
そ
の
点
は
附
明
ら
か
で
な
い
。
む
し

ろ
箱
形
状
を
な
す
紡
土
郭
な
る
も
の
が
前
山
首
演
の
特
色
で
あ
る
。

さ
て
お
塚
式
古
境
外
部
の
様
相
を
み
よ
う
。
古
墳
を
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
四

イ
五
度
ず
ら
し
て、

十
文
字
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
調
べ
た
。
な
お
ま
た
古
境

を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
て
切
り
く
ず
し
、
畑
に
す
る
階
段
に
お
い
て
の
状
態
・を
示

す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。即
ち
表
土
十
数
セ
ン

チ
ほ
ど
は
、今
ま
で
の
耕
作
に

よ
る
作
物
用
の
土
混
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
部
分
ま
た
は
大
部
分
が
感
土
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
特
に
保
存
状
態
の
よ
い
南
側
は
、
灰
褐
色
粘
土
の
粘
性

が
強
固
な
も
の
で
、
盛
土
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
削
減
し
た
と
思
え

る
。
同
じ
く
保
存
の
よ
い
西
側
も
赤
褐
色
の
粘
性
が
強
く
保
存
が
よ
い
こ
と
は

共
通
点
と
宮
え
る
。
そ
れ
に
比
較
し
て
北
側
は
、
土
質
が
軟
弱
の
砂
臨
時
胞
の
う

え
、
急
斜
面
に
速
ら
な
る
悪
条
件
で
あ
る
。
古
墳
の
末
端
部
に
は
締
強
し
た
と

忽
え
る
岩
残
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
自
然
状
態
の
法
際
胞
で
、
偶
然
に
古
附
引

を
支
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
陶
と
簡
の
一
削
は
高
級
の
保
存

が
よ
く
、
策
と
北
の
函
は
保
存
が
よ
く
な
か
っ
た
ぺ
こ
の
よ
う
に
れ
然
的
条
件

た
る
土
質
と
地
形
が
関
係
し
あ
っ
て
、
保
存
状
況
を
左
右
し
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
構
の
古
墳
を
奥
信
濃
だ
け
に
と
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
古
墳

官官山古lJ!遺縛第3図
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の
親
族
に
お
い
て
は
、
比
較
的
小
規
模
古
墳
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
山
陵
を
利
用

し
た
竪
穴
式
粘
土
郭
の
古
墳
の
様
相
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
全
図
的
に
み
る
と
さ

ほ
ど
古
式
で
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
信
濃
で
は
比
較
的
古
い
部
類
に

な
り
得
ょ
う
。
ま
た
地
方
の
大
家
族
の
境
基
と
み
る
よ
り
は
、
小
家
族
ま
た
は

有
力
者
的
な
古
境
と
み
ら
れ
る
。
な
お
近
接
す
る
双
子
塚
古
績
と
の
関
係
等

は
、
総
合
的
に
考
察
し
た
り
、
ま
た
今
後
の
課
題
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
図
川

孝
生
〉

設
1
官
両
社
山
績
の
遺
物
昭
和
四
十
九
年
五
月
山
頂
に
て
笑
見

2

「
千
手
血
寸
緩
家
」
山
ノ
内
町
教
育
餐
員
会
昭
和
五
十
年
一-一月

3

「蝉
同
僚
遺
跡

・
事
会
軒
裂
の
山
遺
跡
」
中
野
市
教
育
委
員
会
昭
和
四
十
四
年
一一一
月

4

・
5
「
下
官
向
井
」
長
野
県
教
育
祭
員
会
昭
和
二
十
八
年
十
二
月

、F民

)J3 

物

前
山
古
墳
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
検
出
し
た
遺
物
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

直
刀

一
口

鉄
鉱

一
四
本

土
師
器
破
片
，
小
片
一
五
点
綱
片
四
四
点

直
万
は
、
長
さ
八
ニ
セ

γ
チ
で
、
相
刑
の
部
分
は

一
四
セ
ン
チ
で
柄
の

一
O
セ

ソ
チ
に
当
る
部
分
に
目
釘
穴
と
問
。
わ
れ
る
所
が
あ
る
。
刀
長
六
八
セ
ン
チ
を
数

え
、
鎖
の
部
分
は
平
で
間砕き
、
O
、
六
セ
ン
チ
を
測
り
、
身
幅
は
中
心
部
で
二

・

八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
現
在
の
震
要
は
、
六
二

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
土
庄
の
た
め

か
、
五
一
一
て
七
セ
ン
チ
の
所
で
折
損
し
て
お
り
、
柄
の
都
分
も
僅
か
反
っ
て
い

る
。
木
刺
殺
の
鞘
に
収
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
儀
か
に
附
着
し

て
い

る
。
ま

た
、
そ
の
外
の
装
兵
は
腐
朽
し
て
復
原
は
劉
枇
酷
で
あ
る
。
刀
身
に
は
描
憾
の
部
分

，. 

L........S 

は
な
く
、
平
作
り
で
刃
と
柄
の
部
分
の
関
は
な
く
次
第
に

綿
く
な
っ
て
断
面
は
長
方
形
に
な
っ
て
柄
と
な
っ
て
い

る
。
虻
は
や
や
鋭
ど
く
尖
っ
て
い
る
。
以
上
の
如
く
観
察

す
る
に
、
当
時
の
実
戦
型
の
武
援
で
葬
者
の
愛
用
品
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

!2. ヤ冊

鉄
鎌
一
四
本
は
逃
存
部
分
長
一
一
一一J
一
四
セ
ン
チ
で
尖

織
が
蛇
頭
型
の
尖
根
が
一ニ
本
、
丸
み
を
お
び
た
剣
型
の
平

根
描
臓
が
一
一
本
、
両
者
が
混
在
し
て
一

束
と
な
っ
て
検
出

さ
れ
、
矢
柄
の
所
に
木
片
が
附
着
し
て
い
る
。
現
在
の
重

量
が
尖
線
枇
臓
が
一
五
グ
ラ
ム
、
平
根
鍬
が
一ニ
四
一
グ
ラ
ム
で

あ
る
。

尖
根
描
献
は
三
本
と
も
同
型
の
長
一
類
で
尖
端
部
の
断

面
は
三
角
型
を
し
め
し
、
尖
端
よ
り
こ

・
五
セ
ン
チ
の
部

分
か
ら
長
方
形
と
な
っ
て
柄
の
部
分
に
そ
の
ま
ま
細
く
な

っ
て
い
る
。

平
根
鋲
も
一
一
本
と
も
悶
裂
と
思
わ
れ
、
尖
端
よ
り
、

八
セ
ン
チ
の
部
分
ま
で
柳
業
形
で
、
尖
端
は
円
み
を
お
び

た
変
形
の
断
閣
を
示
す
。
こ
れ
も
長
頚
で
尖
端
よ
り
九
・

五
セ

γ
チ
の
関
の
部
分
か
ら
断
面
は
長
方
形
と
な
っ
て
、

次
第
に
正
方
形
の
断
面
に
な
っ
て
柄
の
部
分
と
な
っ
て
い

る
。
紫
宕
古
墳

・
金
銭
山
古
波
発
見
の
鳴
鏑
用
の
平
根
描
献

で
な
く
、
こ
れ
ま
た
実
戦
型
の
形
容
を
示
し
て
い
る
と
想

定
さ
れ
る
。

土
師
器
片
は
、
内
都
主
体
部
に
副
葬
さ
れ
た
状
態
で
な

- 7ー
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く、

封
土
表
面
か
ら
、
土
中
に
滋
片
と

な
っ
て
散
在
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、

~5 図

多
く
は
墳
慈
の
中
心
部
に
集
中
し
た
状

態
で
検
出
さ
れ
た
。
図
3
は
外
側
に
段

が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
両
停
の
杯
の
部
分

で
、
4
は官同
町
狩
の
脚
部
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
胎
土
良
好
、
焼
成
も
か
な
り
よ

く
、
へ
ラ
磨
き
が
行
届
い
て
赤
褐
色
を

袋
し
、
土
師
編
年
で
は
鬼
肯
同
期
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
外
の
破
片
中
に

て
白
川
の
綜
部
が
あ
っ
て
こ
れ
は
、
杯
と

附
仰
を
ホ
ゾ
で
接
合
し
、
援
合
部
の
径

は
、
一-了
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

土師剛臨抽

片
は
3
・
4
の
外
、
小
片
二
ニ
片
、
細

片
四
四
片
を
数
え
、
ほ
と
ん
ど
高
杯
片

と
想
定
さ
れ
る
。

ハ
補
償
問
郎

長
期
〉

こ
の
古
墳
の
発
銀
調
査
は
、
八
月
上
旬
の
時
天
続
き
に
恕
ま
れ
、
七
日
間
行

程
で
完
了
し
た
。
こ
れ
は
事
前
準
備
に
二
日
間
を
費
し
万
全
一
を
期
し
た
こ
と

と
、
規
模
が
小
形
で
出
土
造
物
の
筏
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

盛
野
間
府
か
ら
成
る
永
降
丘
陵
の
鞍
部
か
ら
一
段
下
っ
た
小
台
地
に
土
金
頭
状

の
径
一
八
メ
ー
ト
ル
、
お
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
自
然
地
形
を
訓
引
用
し
て
墳
墓
を
築

造
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
基
鉱
は
長
さ
三

・
九
メ
ー
ト
ル
、
巾

一・

O
五
J

一・

一
五
メ
ー
ト
ル
を
掘
り
く
ぼ
め
た
竪
穴
式
粘
土
郭
で
、
木
棺
を
納
め
た
も

の
と
怯
抽
出
A
し
、
納
結
後
円
墳
状
に
盛
土
を
し
て
い
る
。

副
葬
品
は
、
直
万
〈
全
長
八
二
セ
ン
チ
)

一口
、
鉄
鉱

(
長
さ
一

三

t
一
四

セ
ン
チ
〉
は
い
ず
れ
も
有
柄
の
も
の
で
尖
根
級
三
木
、
平
根
鍬
一
一
本
の
計
一

え
ぴ
ら

四
本
は
綴
に
納
め
た
形
状
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
埋
葬
者
の
胸
部
か
ら
腰

部
に
揺
か
れ
て
副
葬
さ
れ
た

も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
柵
世

J 

6 

頂
の
中
央
部
か
ら
は
土
節
器

小
片
四
八
点
が
出
土
し
、
官
向

W

仲
は
一一一
J
四
備
体
分
に
あ
た

況
る
か
と
恩
わ
れ
、
鬼
一
高
潮
の

状
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土

掘
状
態
か
ら
祭
犯
の
た
め
に
供

発
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

姻
遺
構
の
簡
素
な
こ
と
と
、

宮
副
葬
品
の
貧
弱
な
の
に
は
驚

か
さ
れ
た
。
既
掘
の
双
子
塚

古
墳
は
河
東
最
北
端
の
大
型

前
方
後
円
墳
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
副
葬
口
聞
の
以
外

- 8ー
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に
少
な
い
こ
と
は
奇
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
前
山
古
績
は
そ
れ
に
も
憎
し
て

僅
少
な
副
葬
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
被
葬
者
の
経
済
力
の
低
さ
を
物
罷
っ
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
後
、
周
辺
の
遺
跡
や
古
墳
群
と
の
関
係
を
調
炎
し

て
、
そ
の
性
格
を
究
め
た
い
。

1 

今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
金
弁
喜
久
一
郎
先
生
の
指
導
助
宮
を
賜
わ
り
、

地
主
藤
沢
栄
治
氏
の
御
協
力
を
得
、
長
針
功
・
小
林
行
安
・
池
田
突
治
氏
等
の

物
心
両
面
に
わ
た
る
援
助
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
鮒
申
し
あ
げ
た
い
。

ハφ
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